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「
愛あ
い
り
い
ん
び

林
日
」

　

四
月
十
五
日
か
ら
五
月
十
四
日
は「
み
ど
り
の
月
間
」

と
な
っ
て
お
り
、「
緑
の
募
金
」
運
動
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
ま
す（
平
成
十
八
年
よ
り
）。
戦
前
に
も
こ
れ
と
似
た

行
事「
愛
林
日
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

愛
林
日
は
大
日
本
山
林
会（
社
団
法
人
）や
農
林
省
に

よ
っ
て
全
国
的
な
植
樹
運
動
の
日
と
し
て
提
唱
さ
れ
、

昭
和
九
年
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
期
間
は
四
月
二
日

か
ら
四
日
で
、
こ
れ
は
当
時
の
祝
日
で
あ
っ
た
神
武
天

皇
祭（
四
月
三
日
）を
中
心
と
し
た
日
程
で
あ
っ
た
為
の

よ
う
で
す
。
愛
林
日
の
起
源
と
な
っ
た
行
事
は
更
に
古

く
、
明
治
三
十
一
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
植
樹
運
動
に
影

響
を
受
け
て
提
唱
さ
れ
た
「
植
栽
日
」
と
い
う
も
の
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

中
部
森
林
管
理
局
に
残
さ
れ
て
い
る
昭
和
九
年
の
岐

阜
県
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
愛
林
日
に
は
林

業
に
関
す
る
講
演
会
、
植
樹
行
事
、
記
念
樹
の
植
栽
、

野
鳥
の
繁
殖
の
た
め
の
巣
箱
設
置
、
苗
木
の
配
布
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
時
代
に
森
林
愛
護

が
叫
ば
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
既
に
荒
廃
し
た
森

林
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

愛
林
日
は
戦
時
中
に
中
断
さ
れ
ま
し
た
が
、
終
戦
後

に
再
開
さ
れ
、
植
樹
行
事
に
つ
い
て
は
昭
和
二
十
五
年

か
ら「
全
国
植
樹
祭
」に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

今 

は 

昔 

の 

林 

業

今 
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昔 
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業

中
部
森
林
管
理
局
技
術
普
及
課

　
　
　

  

井
上 

日
呂
登

第13回

い
の
う
え

ひ

　
　ろ

　
　と

シリーズ
秘
蔵
写
真

秘
蔵
写
真

　

こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
写
真
は
、
当
局
サ
イ
ト

「
モ
ノ
ク
ロ
森
林
紀
行
」
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
カ
ラ
ー
写
真
の
な
い
時
代
へ
時
を
超
え

て
！
む
か
～
し
の
写
真
を
紹
介
す

る
サ
イ
ト
で
す
。

　

当
サ
イ
ト
へ
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　今
は
昔
、山
村
に
暮
ら
す
人
々
と
そ
の
生
業
と
し
て
の

林
業
を
当
局
秘
蔵
の
写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
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岐阜県稲
いなばぐんそはらむら

葉郡蘇原村（現在の各
かがみはらし

務原市）での
植樹祭の様子（昭和８年頃）


